
マネジメントシステムの導入で
医療従事者の放射線管理体制を強化しましょう

厚生労働省委託事業
「令和３年度放射線被ばく管理に関する労働安全衛生マネジメント導入支援事業」

従業者の放射線管理の強化が求められています！

• 令和３年４月から、職業被ばくにおける眼の水晶体に受ける等価線量の新たな限

度値が施行されました。医療機関においては、従来のものから引き下げられた新

たな限度値に対応するとともに、医療従事者の被ばく低減に取り組むことが求め

られています。

• 厚生労働省が令和２年度に行った自主点検では、回答があった医療機関の約３割

で法令で必要とされる個数の線量計を配付していないなど、放射線管理に関する

課題があることが明らかになりました。

• この事業では、厚生労働省の労災疾病臨床研究補助金事業※で開発された放射線

業務に従事する医療従事者の被ばく低減のためのマネジメントシステム（以下

「放射線MS」といいます。）の導入を支援しました。

マネジメントシステム導入で医療機関としての組織的な対応を！

【放射線MSの導入で期待される効果】

• 放射線管理について現場が抱えるリスクや課題が経営の視点で明らかになります。

• 法令で定めれた措置や被ばく限度が遵守されることはもちろん、被ばく低減がさ

らに進みます。

※ 不均等被ばくを伴う放射線業務における被ばく線量の実態調査と線量低減に向けた課題評価に関する研究
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研修と個別支援で放射線MSの導入を支援しました

• この事業では、放射線MSの基礎を学んでいただく研修会と放射線MSの導入に向

けた取組状況に応じて個別にアドバイスをさせていただく個別支援によって、参

加いただいた医療機関と伴走しながら、導入を支援しました。

• 令和２年度から参加いただいた医療機関を対象に研究会を開催し、放射線MSの導

入に向けた状況を発表していただき、事例を共有しました。

• 令和３年度の事業では、約200件の医療機関に新たに参加いただきました。事業

が開始された令和２年度から合計すると、約600件の医療機関に参加いただいて

います。

• この事業は、厚生労働省の労災疾病臨床研究補助金事業の研究班※と連携し、公

益社団法人日本診療放射線技師会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタン

ト会の協賛、産業医科大学の協力を得て実施しました。

※ 放射線被ばくに関する労働安全衛生マネジメントシステムの適用とその課題解決に関する研究

令和3年度事業概要

コ ー ス 新規参加コース 前年度参加コース

参 加 機 関 195機関 62機関

研 修 令和３年9月~10月で3回開催 令和３年11月に2回開催

第 １ 回
放射線MSの基本、リスクアセ
スメントの考え方等

被ばく線量のリスクアセスメ
ントなど前年度参加機関での
放射線ＭＳの取組に関する事
例発表、意見交換第 ２ 回 年間目標、年間計画の設定等

第 ３ 回 監査、システム改善等 －

個 別 支 援
マネジメントシステム導入に向けた医療機関ごとの取組の状
況に応じて個別にアドバイスを行う。

報 告 会 参加機関による取組の好事例等の発表
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• 「放射線被ばく管理に関する労働安全衛生マネジメント導入支援事業」は、令和４年
度も実施される予定です。






